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   Fr.シラー：戯曲創作と人間形成（３） 
 
 
                                                    松山 雄三         
Ⅲ 壮年期以降の戯曲創作と人間形成 
（4-１）はじめに  
この一連の論考では、Fr.シラー(Schiller, Friedrich 1759-1805)の戯曲
創作活動にうかがえる彼の人間形成の思想を明らかにすることを目指してい
る。前々稿『Fr. シラ ：ー戯曲創作と人間形成(1)』では、敬虔主義(Pietismus)
やスコットランド道徳主義哲学、そして大衆哲学(Popularphilosophie)の思
想に感化されていた青年期における戯曲創作について考察を加えた。若いシ
ラーは演劇を「実践的な智恵のため学校」(NA 20,95)と位置付けており、そ
れ故にシラーにとって、劇の顛末は浅薄な夢物語では済まされず、人生模様
の縮図を描出することによって、人間的な生の完成に向けて努力を続ける生
の歩みを示すものでなければならなかった。シラーは生きる目的を、人間愛
と宇宙愛に基づいた世界の構築を訴える「幸福への愛」(Liebe zur Glück- 
seligkeit)(NA 20,3)の理念と、人間精神の究極的な浄化を求める「完全性」
(Vollkommenheit)(NA 20,11)の理念の具現化においていたからである。しか
も、目的の完遂よりも、目的の成就へ向けての絶えざる努力に人間としての
生きる価値、意義をみている。まさにシラーは「啓蒙の世紀」と呼称される
18 世紀1を生きた敬虔で啓蒙的・教育的な作家、歴史家、そして思想家であ
った。 
                                                  
1 大衆哲学者 M.メンデルスゾーン(Mendelssohn, Moses 1729-86)は、18 世紀のドイ
ツ思想界において大きな影響を及ぼし、また若いシラーの精神形成にも大きく関わ
っているが、精神的な完全化を人間の使命とみなし、その著『フェードン、あるい
は魂の不死について』Phädon, oder über die Un- sterblichkeit der Seele(1767 年）
で次のように述べている。「神の模倣によって、次第にその完全性に近づくことが
できる。そしてこの接近に魂ある者の幸福がある。しかしそこへの道は無限であり、
完全性には永遠に戻ることができない。」 (Mendelssohn, Moses: Phädon. 
Sansyusya. 1974. Deutsche National-Litteratur. Bd.73. Hrsg von Minor, Jacob. 
S.317.) 
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シラーが青年時代に創作した戯曲に登場する主人公たちは、彼らを束縛し
組み伏せようとする社会、固陋な因習、そして同情と思いやりを失ってしま
った者たちに対して、己の情熱が駆り立てるままに、失われた人間性の回復
を旗印に果敢な闘いを展開する2。しかし、彼らは純粋で偉大であろうとする
余りに、己を神の代行者であると思い込んでしまい3、人間に許される活動の
領域を踏み外してしまう。しかし、『群盗』Die Räuber(1781 年)のカールに
せよ、『たくらみと恋』Kabale und Liebe(1784 年)のフェルディナントや『ド
ン・カルロス』Don Carlos(1787 年)のポーザとカルロスにせよ、何故かしら、
彼らの生き方、彼らの熱い心に対しては、共感を覚える。また『ジェノヴァ
のフィエスコの反乱』Die Verschwörung des Fiesco in Genua(1784 年)では
ジェノヴァの支配権をめぐる支配層と共和主義者たちの闘争のうちに、野心
を膨らませてゆくフィエスコの生き様が描かれており、彼の政治的野望その
ものは容認できるものではないが、彼の苦悩の道程には何故かしら惹きつけ
られてゆく。彼らは皆、愛すべき若者なのだ。彼らはどこかで人生の歯車に
狂いが出てしまったのだった。その原因が彼らの思い上がりや思い違いにあ
るのであれ、彼らの熱い思いに対処しきれなかった固陋な人々や硬直した社
会の仕組み、因習にあるのであれ。そこには、変化、革新を求める若者と、
不変であることに安堵を覚える大人の対立構図をうかがうことができる。 
そして前稿『Fr. シラー：戯曲創作と人間形成(2)』では、壮年期における
戯曲創作に込められている人間形成の思想を明らかにするための前段階とし
て、後半生のシラーの思想形成に決定的な影響を及ぼした I.カント(Kant, 
Immanuel 1724-1804)の美学哲学の思想、特に歴史哲学と批判哲学の思想とシ
ラーの関わりについて考察を加えた。『ドン・カルロス』の執筆後、詩的想像
力の衰退に苦悩するシラーを救ったのは、カントの歴史哲学の思想と美学哲
                                                  
2 『群盗』のカールの次の言葉を挙げておきたい。「人間だと─人間だと。偽りと偽
善の皮を被った鰐の一族だ。奴らの目からは水しか流れない。奴らの心は石だ。」
(NA 3,31)「おれが人間性に訴えたとき、おれの前から人間性を隠してしまったのは
人間たちだ。だから同情と人間らしい思いやりを、おれから消してしまうぞ。」(NA 
3,32） 
3 W.ビンダーは次のように指摘する。「シラーの青年期の主人公たちは、非理想的な
世界における根本的に偉大な者・純粋な者であり、それ故無限的なものを代表して
いる。彼らは無限的なものをあの世界（非理想的な世界）で実現しようとする。し
かし、彼らは同時に有限的な主体として、有限的な世界におけるその実現の可能性
について思い違いをしている。」Binder, Wolfgang: Kabale und Liebe. In: Das 
deutsche Drama. Hrsg. von Wiese, B.v. Düsseldorf 1968. Bd.1. S.270. 
Fr.シラー：戯曲創作と人間形成（３） 
47 
学の思想であった。若年の頃から歴史に関心を抱いていたシラーではあった
が、カントの歴史哲学論文『世界市民的意図における普遍史の理念』Idee zu 
einer allgemeinen Geschichte in weltbürgerlicher Absicht(1784 年)と『人
間の歴史の憶測的起源』Mutmaßlicher Anfang der Menschengeschichte(1786
年)との邂逅を通じて歴史の研究にのめり込んでいく。シラーは作家として所
謂スランプに陥っていたわけだが、「学ぶことが半分を行い、考えることが他
の半分を行なう仕事がある」4 (NA 25,6)ことを知り救われたのだった。そし
てカントの歴史哲学論文の購読を契機として、シラーはカント思想の研究に
関心を惹起され、カントの批判哲学書、初めは『判断力批判』Kritik der 
Urteilkraft(1790 年)の研究に取り掛かり、カントの美学哲学思想の受容と
対立、凌駕の試みのうちに、一連の美学哲学論文、特に所謂『カリアス書簡』
Kallias Briefe(1793 年）、『優美と尊厳について』Über Anmut und Würde(1793
年）、『人間の美的教育について』Über die ästhetische Erziehung des 
Menschen in einer Reihe von Briefen(1795 年)そして『素朴文学と情感文
学について』Über naive und sentimentalische Dichtung(1795/96)で、美の
概念の客観的定立、優美と崇高の概念定立を試み、いわば調和の美と闘争の
美を謳い、また遊戯思想と牧歌思想を説くのである。 
さ て 、壮 年期 以 降の 完成 戯 曲に は、『 ヴァ レン シ ュタ イン 』
Wallenstein(1798-99 年)三部作、『マリーア・ストゥーアルト』Maria Stuart 
(1800 年）、『オルレアンの乙女』Die Jungfrau von Orleans(1801 年)、『メッ
シーナの花嫁』Die Braut von Messina(1803 年)そして『ヴィルヘルム・テ
ル』Wilhelm Tell(1804 年) の 5 篇がある。いずれの作品にも、人間形成の
思想を基軸として、シラーの歴史的考察と美学的考察が織り込められている。
前半の 3 篇『ヴァレンシュタイン』『マリーア・ストゥーアルト』『オルレア
ンの乙女』では、戯曲創作の素材が歴史に求められ、よく知られている歴史
的事件が取り扱われ、かつ中心的な作中人物の精神的な変遷の描出に、シラ
ーの美学研究の成果が生かされている。そして後半の 2 篇『メッシーナの花
嫁』と『ヴィルヘルム・テル』で、シラーは歴史研究と美学研究で深みを増
した人間学的知識を基軸に、古代ギリシャ劇で用いられた合唱団形式の応用
                                                  
4 この言葉は、友人ケルナーChr.G.ケルナー(Körner, Christian Gottfried 1756-1831)
に宛てた書簡にうかがえるが、さらに続けて「演劇のためには書物を必要としませ
んが、心のありったけと、すべての時間を必要とします。歴史の仕事のためには書
物が私のために半分寄与します」(NA 25,6)と書かれている。 
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や、悲劇とか喜劇といったジャンルを凌駕する新しい戯曲形式の創生を試み、
さらにシラーが理想とする美しい心、清澄な心の人間像と牧歌的な世界像の
創出に努めている。 
そこで、本論においては、前半の 3 篇『ヴァレンシュタイン』『マリーア・
ストゥーアルト』『オルレアンの乙女』を対象に、シラーの歴史研究と美学研
究の成果を確認しながら、その 3 篇の戯曲に織り込められている人間形成の
思想を探り出したい。因みに、新しい作劇の試みがうかがえる後半の 2 篇、
『メッシーナの花嫁』と『ヴィルヘルム・テル』に込められている人間形成の
思想については、稿を改めて考察を加えることにする。 
 
（4-2）『ヴァレンシュタイン』三部作をめぐって 
『ヴァレンシュタイン』三部作は、17 世紀にドイツ全土を焦土と化し、人々
を不幸のどん底に突き落とした三十年戦争（1618-48）を背景にしている。三
十年戦争によって廃墟と化したドイツは、ウェストファリア条約（1648 年）
を契機として、政治的にも社会的にも、徐々にではあったが、復興への道筋
がつけられていったという歴史的な事実が、シラーの歴史的関心を惹いたの
だった。「ウェストファリア条約という名でよく知られている不可侵の聖なる
平和が締結されたことは、なんという偉大な仕事であったことか。際限ない
とも思われた障壁を如何に克服しなければならなかったことか。相反する利
害を如何に１つにまとめなければならなかったことか」(NA 18,384)と、シラ
ーは『三十年戦争史』Geschichte des Dreißigjährigen Kriegs(1790 年）の
結語で称える。つまり表層的には宗教問題を巡る国家間の争いとはいえ、深
層においては人間の個人的な欲望が幾重にも絡み合って社会に混乱と崩壊を
もたらしてしまった惨事に対して、類としての人間の自浄努力によって復興
への切っ掛けが生み出されたことを、シラーは歴史の研究から学んだのだっ
た。人類の歴史の歩みに、往々にして襲い掛かる負の出来事、人々が営々と
して築き上げてきた文化的・社会的成果を灰燼に帰してしまう惨事は、歴史
の流れを単なる直線状の発展思想で捉えることを、シラーに困難にしていく。
しかし、それでもなお、シラーは文化的な営為が徐々にではあっても、ある
いは前進と後退、停滞を繰り返しながらであっても、人間自身の手によって、
あるいは人智を越えた途轍もないものの差配によってかもしれないとしても、
向上的に重ねられてゆくことを、信じたかったのだった。こうしたシラーの
歴史観には、青少年期に受容したスコットランド道徳主義哲学や大衆哲学、
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さらに壮年期になってからではあったが、カントの歴史哲学から受けた目的
論的かつ啓蒙的な思想の影響がうかがえる。カール学院での第 3 の卒業論文
『人間の動物的本性と精神的本性の連関についての試論』Versuch über den 
Zusammenhang der tierischen Natur des Menschen mit seiner geistigen(1780
年）やイェーナ大学で行われた教授就任講演『世界史とは何か、また何のた
めにこれを学ぶか』Was heisst und welchem Ende studiert man Universal- 
geschichite?(1789 年）で説かれている人類の発展史に係る楽天主義的な記
述が想起される。この 2 篇の論文では、現在を文化的発展の頂点とみなし、
さらに向上的な発展の継続を確信する歴史観が吐露されている。そこで、シ
ラーの歴史観、現在観を確認するために、イェーナ大学教授就任講演の一節
を次に示しておきたい。 
 
私たちの人間的な世紀を招来するために─このことを意識しなくとも、あ
るいは目標にしなくとも─先行するすべての時代が努力した。勤勉と天才、
理性と経験が世界のために長い歳月の間に遂に獲得したすべての宝は、私
たちのものである。［･･････］私たちが前の世界から引き継ぎ、豊かに増
して次の世界に引き渡さなければならない真実と徳性と自由の豊かな遺
産に、私たちの財産からも寄与をなし、そしてあらゆる世代を貫いて結び
つきあっているこの不滅の鎖に、私たちのはかない存在を繋ぎ止めておこ
うとする気高い願望が、私たちの心に燃え上がらなければならない。(NA 
17,375f.) 
 
ただし、同時代の文化的発展の成果を称える言辞が披瀝されるからといっ
て、シラーの現状認識の不足や甘さを意味するものではない。特にフランス
革命の悲惨な経緯と結果は、シラーに深刻な衝撃を与えることになる。シラ
ーのみならず、ヨーロッパの知識人たちを絶望させることになったフランス
革命の惨事が勃発したのは、シラーがイェーナ大学で、教授就任講演を行っ
た 6 週間後のことである。シラーはフランス革命の惨状に心を痛め、ドイツ
の作家としてフランス王ルイ 16 世弁護の試みを友人 Chr.G.ケルナーに打ち
明けたこともあった5。またシラーはデンマーク皇太子 F.Chr.アウグステン
                                                  
5 参照。1792 年 12 月 21 日付 Chr.G.ケルナー宛シラー書簡。シラーは「国王（ルイ
16 世）のために闘い、そのことについての記録を書き留めておこうとする試みに、
私はほとんど抗うことができません」( NA 26,171f. 括弧内筆者)云々と述べてい
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ブルク公(Augustenburg,Friedrich Christian 1765-1814)に「聖なる人権に
身を捧げ、政治的な自由を闘い取ろうとしたフランス国民の試みは、不可能
なことと相応しくないことを明るみに出しただけでした、そしてこの不幸な
国民だけでなく、彼らと共にヨーロッパの多くの部分を、そして今世紀全体
を野蛮と隷従のなかへ戻してしまったのです」6(NA 26,261ff.)と、フランス
の民衆の愚行を訴えたのだった。そして遂には民衆同士が血みどろの殺戮を
繰り返すことになったフランス革命の悲劇を知ったシラーは、革命的な行為
の実践よりも、教育により国家全体の知的レベルを高めなければならないこ
とを痛感し、しかも、社会の基層に位置する民衆の自律的覚醒を待つよりも、
為政者側の意識改革と向上を狙い、つまり社会の下層による革命よりも、上
からの改革の方が有効と考え、具体的には F.Chr.アウグステンブルク公に宛
てた書簡で彼自身の人間形成論を明らかにしたのであった。そしてその書簡
の写しを基に、書簡体の美学論文『人間の美的教育について』が生まれたの
だった7。 
さて、シラーが同時代の文化的形成に批判的にも対峙していたことは、イ
ェーナ大学教授就任講演が行われた翌年(1790 年) 3 月に、雑誌「ラインのタ
リーア」Rheinische Thalia 第１号で発表された『ある旅するデンマーク人
の手紙』Brief eines reisenden Dänen(1790 年) でもうかがわれる。この手
記形式の短編のなかでシラーは彼の同時代の繁栄と貧困の状況を短く、それ
でいて鋭くえぐりだして述べており、さらに古代博物館の展示美術品に投影
されている古代ギリシャの黄金時代に思いを馳せる。悲惨な状況を生み出し
ている近代文化のあり方に対する批判と、数千年を経た今なお、美的感激を
観る者の心に惹起する古代ギリシャ文化の記念の像に寄せる称賛の言葉が、
対比的に発せられている。 
 
                                                                                                         
る。 
6 参照。1793 年 7 月 13 日付  F.Chr.アウグステンブルク宛シラー書簡。 
7 フランス革命に人々の関心が集まっていることが述べられている。「世間の人と同
様に、哲学者の視線は期待を込めて政治的舞台に釘づけにされている。その舞台で
は、今、人類の偉大な運命が審議されていると信じられている。」(NA 20,311)また
フランスの民衆の野蛮で残酷な行為についても言及されている。「人間はその行為
において自己を描き出すものである。そして現代のドラマのなかで映し出される姿
は何というものだろう。こちらには野卑があり、あちらには無気力がある。人間の
堕落の 2 つの極端なこと、そしてその 2 つが 1 つの時代のなかで結びついているの
である。」(NA 20,319) 
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友よ、ご承知のように、私は幸福な南国で素晴らしい創造、笑いかける空、
笑いかける大地を見てきました。あの地では、もっと優しい日光が喜ばし
い知性へと誘い、喜びをもたらす葡萄が実っており、天才と感激の神々し
い果実が熟しておりました。私は恐らく華麗さと富の最高なものを見てき
たのです。［･･････］しかし近くに住む不幸が、直ぐに私の喜びに浸る驚
嘆の念を突き刺すのでした。大公の庭園の花咲く並木道で私に物乞いをす
る目の窪んだ空腹な者―素晴らしい宮殿の向かいに立っている今にも倒
れそうな粗末な小屋―それは、私の舞い上がる誇りを、瞬く間に大地に打
ち据えるのです。(NA 20,101) 
 
シラーにあっては、古代ギリシャ文化に寄せる関心と彼の同時代に向ける
関心が、対比的に惹起されてゆく。G.シュトルツは、シラーの古代に対する
関心と近代に対する関心の関連について、次のように指摘する。 
 
古代に対するシラーの関係は、注目すべき緊張の下にある。彼の精神的な
発展の重要な時期に、彼は期待に胸を膨らませて、また幸せな気持で、そ
して目的意識を持ってギリシャ文学に向かう。しかし同時的に彼は、彼自
身の時代に自分が属していることを、以前よりはっきりと自覚するように
なる。8 
 
この短編のなかで「ところで私には、私の目につくどんなものも、全体の
至福に関連づけて考える困った癖があります。そして多くの光が消えてしま
うのと同様に、なんと多くの偉大なものが、この鏡のなかでちっぽけなもの
になってしまうことだろう」(NA 20,101) という言辞がうかがえるが、これ
は作中人物「私」─そしてそれはシラー自身の代弁者と解されるが─の世界
観の形成が、局所的でなくて全体的な考察に基づいていることを示す。シラ
ーは惨めな現実の世界から眼を背けて、逃避的に古代ギリシャの芸術の世界
に沈溺するのではない。ここで描出される近代世界と古代世界の像からは、
近代という現実世界に身を置きながらも、近代の時代精神に同化できずに苦
悩し、想像の世界に自由意思で赴き、そこで遊ぼうとするも、これまた飛翔
                                                  
8 Storz, Gerhard: Schiller und die Antike. S.189. In：Jahrbuch der Deutschen 
Schillergesellschaft. Bd.10. Stuttgart 1966.  
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しきれない詩人シラーの姿が髣髴とされる。E.シュタイガーはシラーの生き
様について「シラーは、理想と人生のほぼ中間に位置する高尚な地点から語
る。上を見上げては天上の快活な領域を、視線を下げては恐怖の現象を見て
いる。そして何処にせよ、彼は異邦人である。何故なら、彼は堕落に汚染さ
れまいとするからであり、また生ある限り、死すべき身の者にとって、神々
の青春の不変のバラは咲かないからである」9と示唆に富んだ解釈をしている。 
描き出される古代世界の像は現実の古代世界の在り様ではなく、理想化さ
れた想像の世界であることを心に留めておかなければならない。シラーは描
出の対象を理想化して示すことに、詩人の使命をみている。1791 年に発表さ
れた『ビュルガーの詩について』Über Bürgers Gedichte で述べられている
理想化に関するシラーの言辞が想起される。 
 
詩人の第一の要請の 1つは理想化、高貴化であり、それなしには彼は詩人
の名を得るには値しない。（対象が形、感情、行動であろうと、それが詩
人のなかにあろうと、そとにあろうと）その対象の卓越したものをもっと
粗野な、少なくとも異質な混合から解放すること、幾つかの対象のなかに
分散させられている完全性の光を、ただ 1つのものに集めること、均衡を
妨げる個々の特徴を全体の調和の支配下に置くこと、個的なものと地域的
なものを普遍的なものへ高めることが、詩人の義務です。（NA 22,253） 
 
さて、三十年戦争史でシラーの関心を特に惹いた人物は、スウェーデン王
グスタフ・アードルフ(Gustav Adolf 1594-1632)であった。新教徒の後ろ盾
となって、信仰の自由のためにオーストリア帝国（神聖ローマ帝国）と戦う
高潔で勇敢なグスタフ・アードルフの人物像が、シラーの心をとらえたのだ
った。一方、グスタフ・アードルフの対極にいる皇帝軍の将軍 A.v.ヴァレン
シュタイン(Albrecht von Wallenstein 1583-1634)に対して、シラーは当初
些か冷ややかな視線を送っていた。シラーはヴァレンシュタインを、己の栄
達のために皇帝を利用し、新教徒を弾圧する老獪な将軍として見ていた節が
うかがえる。しかし、オーストリア帝国の護持のために働きながら、遂には
ウィーンの帝室に対して反旗を翻したヴァレンシュタインの生き様に、そし
てそもそもヴァレンシュタインの心のなかで皇帝に対する謀反の企てが芽生
                                                  
9 Staiger, Emil: Friedrich Schiller. Zürich 1967. S.29. 
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えざるを得なくなることも含めて、彼が次第に破滅に向かう、それどころか、
何か得体の知れないものの力によって奈落へ引きずり込まれてゆくと表現し
た方が正鵠を得ているかもしれないが、そうした史実のヴァレンシュタイン
の生き様を戯曲化することに、シラーはこれまでの戯曲の主人公たちに寄せ
た関心とは異なる感情を抱くようになる。これまでシラーが描き出してきた
戯曲の主人公たちは、『群盗』Die Räuber(1781 年)のカール・モーアにせよ、
『ジェノヴァのフィエスコの反乱』Die Verschwörung des Fiesko zu Genua 
(1783 年)のフィエスコにせよ、あるいはその他の主人公にせよ、彼らは、確
かに自己を絶対視するという勇み足から、己のみならず、恋人や妻、父親、
友人を悲劇的な状況へ巻き込んでしまうが、人の温かい心を失ってしまった
世間や因習、あるいは政治体制に対しては、己の意志に基づいて、断固とし
た抵抗の行動を起こすのだった。彼らは、熱い心をもった純朴な若者である。 
ところが、戯曲『ヴァレンシュタイン』で描き出されているヴァレンシュ
タインは、皇帝の存在を脅かすほどの軍事的・政治的な力を手中にし、また
少なくとも彼の指揮下にある兵士や士官たちからはカリスマ的な声望を集め
ている割には、的確な状況分析と己の固い決意に基づいて行動に出ることは
ない。彼が往々にしてみせる現状認識の甘さや優柔不断な態度、そして占星
術に頼ろうとする性格をどのように捉えればよいのだろうか。そもそも、占
星術に頼りがちなヴァレンシュタインの姿には、なにかしら運命的なものの
差配に身を任せがちな生き方さえ感じられる。人間社会に混乱を招きもする
が、平和や幸福をもたらしもする力、時には悪魔的な力であり、時には神的
な力でもある、この得体の知れない途轍もない力を、シラーは探り出そうと
するのか。しかし、ヴァレンシュタインが占星術師の言葉を信じきらなかっ
たことが彼の死を招いたことも事実である。星占いでは彼の身に迫りくる生
命の危機が予言されていたのだった。そこには、非理性的なものに身を委ね
きれない人間の姿がうかがわれる。この戯曲を性格劇とも、運命劇とも一義
的には解せない理由は、ヴァレンシュタインが示す不可解な生の姿勢にある。 
そもそも、ヴァレンシュタインが軍人として、政治家として力を得すぎた
ことが、危険人物とみなされるようになる原因であった。国家の護持のため、
国家の安泰のために国家に忠勤を励んできたことが、軍事的・政治的な活動
の表舞台から放逐される原因になるという、理不尽な状況がある。しかし、
理不尽な顛末であるが、社会において起こりうる事柄であることは、歴史の
流れから、それどころか日々の生活でも見聞されるとおりである。確かに、
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皇帝から離反することを想像することによって、心のなかで、彼は皇帝に対
して反逆することになるが、彼が実際に反乱行動を起こすことはない。彼は
謀反を心に思い浮かべただけである。しかし、ヴァレンシュタインの悲劇に
直接つながる彼の優柔不断な姿勢は、彼の存在の根幹に関わるものを喪失し
てしまっていること、つまり高級軍人として、それどころか、人間として生
きることを断念、あるいは逃避しなければならないほどに誇りや自信を失っ
ていること、しかも行動への意欲を起こす心の自由さえなくしてしまってい
ることに起因する。ところが、彼の意思とはかかわりなく、彼を慕う者たち、
特に無頼の輩にも等しい下級兵士たちは彼の庇護を求め、あるいは権勢を増
してゆく彼に付いて回る福のおこぼれを目当てに、彼の周りに集まってくる。
彼は声望を得過ぎたために、身動きが取れなくなるという、皮肉な状況にお
かれていく。指導的な個人だけが歴史を動かすのではない。将来への展望な
どをもたずに、刹那的な享楽に明け暮れる烏合の衆もまた歴史の担い手なの
である。時には、こうした烏合の衆が混迷を極める歴史の展開において、国
家的な指導者に代わって、歴史の流れを左右することもある。しかも、そう
した烏合の衆が、時には、結果的に、類としての人間の無意識的な自浄的営
為の担い手になることもある。また、それが彼らの生き様を差配する運命的
なものの仕業なのかもしれない。『ヴァレンシュタイン』三部作は、第 1 部『陣
営』が<Lustspiel>として、第 2 部『ピッコローミニ父子』が<Schauspiel>
として、そして第 3 部『ヴァレンシュタインの死』が<Trauerspiel>として、
戯曲の三様の形式を採りながら悲劇へと終結する。まさに、『ヴァレンシュタ
イン』は、生きることの自由さえをも喪失した、かつての国家的な人物の悲
劇である。ただし、彼の破滅によって皇帝側は内紛を収めることができ、新
教勢力に対峙する一大勢力として国体を護持することができるようになる。
シラーは人類の歴史が、生き物の如く、自己保存の能力を潜めていることを
描き出したかったのであろうか。因みに、史実のヴァレンシュタインの悲劇
についてシラーが述べている次の言葉は、シラーの歴史認識を示すものであ
るので、特に記しておきたい。 
 
確かに、バイエルン選帝侯に対するヴァレンシュタインの行状は、際限な
い復讐欲と非宥和的な精神を示している。しかし彼の行為の如何なるもの
も、彼を謀反人として示す根拠を私たちに与えない。最後に困窮と絶望が
彼を、罪のない彼に下された判決に該当するようなことへ駆り立てたとし
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ても、このことは判決に正当性を与えることにはならない。彼は謀反人だ
ったから没落したのでなく、没落したが故に彼は謀反を企てたのである。
生きている時の彼にとっての不運は、彼が勝者の側を敵にまわしたことで
あり―死後の彼にとっての不運は、この敵が彼より長生きして、彼の歴史
を書いたことだった。(NA 18,329) 
 
軍人として、かつ政治家としてのヴァレンシュタインの自己喪失は、猜疑
心と陰謀が渦巻くウィーン帝室による彼の追い落としに端を発する。軍事や
政治といった実践的な世界で抜きん出た功績を挙げてきた、まさに国家的な
人物が、当事者にしてみれば正当な理由もなく、突如、国家の中枢から放逐
されたのだった。E.シュタイガーの慧眼は、再起不可能にまで精神的に転落
したしまった人間の心の奥底を見抜く。E.シュタイガーは「レーゲンスブル
クでの無情な解任は、ヴァレンシュタインの心を傷つけただけでなく、己の
能力に寄せる信頼をも揺さぶったのだった。このような侮辱が彼の身に降り
かかったことはなかっただろう、奉公と幸運によってこの世の力の最高の段
階に定められていた彼には」10と指摘する。ヴァレンシュタインは人間とし
ての存在の根幹を傷つけられ、否定された人物の悲劇である。それでも、彼
の心のなかには良心が残っている。皇帝に対する反逆を心のなかで描きはす
るが、良心はそれを実行に移すことを逡巡する、つまり許さないのだ。もは
や、過激とも言いうるほどの熱い炎を燃やして、社会変革を掲げた若い頃の
シラーではなかった。シラーはヴァレンシュタインに武人らしく華々しく散
る生き方よりも、もっと過酷な生の道を課したのだった。 
さて、シラーは彼の美学研究で美しい心のあり様を追究し、その具現化を
戯曲創作で意図するが、この『ヴァレンシュタイン』では青年将校マックス
とテークラの恋を通じてその美しい心の描出が図られる。マックスは、ヴァ
レンシュタインの副官であり、ヴァレンシュタインの敵役でもある高級将校
オクタヴィオの息子である。そしてマックスの恋人テークラはヴァレンシュ
タインの娘である。言わば、マックスとテークラは、親同士が敵同士という、
シェイクスピア劇でもみられるように、悲劇ではよく用いられる人物配置の
もとにおかれている。確かに、マックスとテークラの恋は、我が身の保全と
栄達、そして腹の探りあいを続ける高級将校たちの複雑な人間模様が展開さ
                                                  
10 Staiger, E.: Schiller. S.306. 
松山 雄三 
56 
れるこの戯曲において、観る者の心に清らかな人間信頼の情を醸成してゆく。 
マックスはオーストリア皇帝に忠実な父オクタヴィオ将軍との絶縁に踏み
切ってまで、尊敬するヴァレンシュタインのために命を賭ける決心を固め、
そしてオーストリア帝室からすれば、いわば罪人であるヴァレンシュタイン
の娘テークラとの恋愛に生きる。マックスは、恋愛においてのみならず、生
そのものの道程においても強い意志をもって、破滅を恐れずに己の信念に従
って生きる青年である。ただし、彼は理想家肌の青年で、時には現実そのも
のへ向けるべき視線を欠いて、己の理想に沿って虚像を作り上げてゆく傾向
もうかがえる。夢想に浸ることもあるマックスだが、彼の純粋で熱い心は私
たちの心に心地よい感動を惹起する。マックスの魅力は、何よりも彼が美し
く夢を描くことができることにある。 
そして、マックス以上に私たちの心を惹きつける人物がマックスの恋人テ
ークラである。彼女は理想主義的な面と現実主義的な面を持ち合わせている。
テークラはマックスに一途な愛を寄せるが、愛の情念に溺れることなく、ヴ
ァレンシュタインと皇帝派との抗争に起因する緊迫した状況のなかで、理智
的な現状認識に基づいて判断を下す。彼女は愛の世界においても、現実の生
活においても、自己を喪失することなく、また政治的な姦策等の低俗な策を
弄することもなく、自分の生の信念に基づいて行動する。彼女にうかがえる
のは、まさに捨て身の愛である。しかも、テークラは愛という理想の世界に
飛翔しながら、同時に現実世界をその鋭い眼力で見抜いている。一方には、
理想主義者マックスがおり、他方には、理想の世界で愛の炎を燃やしつつ、
欲望が絡み合う現実世界を冷静に見据える現実主義者テークラがいる。N.エ
ラースは、テークラにうかがえる理想主義的な面と現実主義的な面を指摘し
た上で、「彼女はあらゆる過度の緊張や、あらゆる低俗性から自由である。道
徳的に完全無欠である彼女は、自由な決意から死に向い、そしてそれと共に
荒廃している現実に対峙することによって、シラーが美学論文のなかで説い
たあの崇高な偉大さのうちに現れる」11と、テークらの生き様を高く評価す
る。 
さらに、マックスとテークラの悲劇について解釈する他の研究者の声を聴
いてみよう。H.フールマンは「マックスとテークラ、真剣に考え、伯爵夫人
と違って、悩むだけでなくて行動しながら、背信の機械に巻き込まれまいと
                                                  
11 Oellers, Norbert: Schiller. Stuttgart 2005. S.224. 
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する唯一の二人の人物が、大きな政治の世界で、権力闘争と姦計の痛ましい
犠牲者になることは、悲劇中の悲劇である」12と指摘する。また E.シュタイ
ガーは作劇術の観点からも考察を加えて次のように述べる。 
 
私たちはほっと息をつく。そして私たちは、既にほとんど忘れられた、既
に可能性としてほとんど消え去った幸福、つまりマックス・ピッコローミ
ニの高揚した感情とテークラの深く内面的な真面目さに身を委ねる。この
テークラの真剣さには、恐らく若い主人公の輝かしい出現におけるよりも、
はるかに高く人間性が出来上がっている。こうなると私たちはますます不
安げに、もはや押し留め得ない事件の今後の展開を見つめる。13 
 
しかし「純粋な愛の心を育む私的な世界」は終始孤立したままでもあった。
「愛は真なる世界を打ち立てる限り、非依存的なものであり［･･････］そして
真なることによって魔法の領域を愛する二人の周りに結び、その魔法の領域
はあらゆる他の邪悪な衝動から二人を孤島に追いやるように分離する。愛し
合う二人は彼ら自身の心だけを信頼し、他の人間を信頼することはない」14と
指摘する B.v.ヴィーゼの言葉を今一度噛み締めることも肝要ではあるまい
か。もちろん、B.v.ヴィーゼはこの二人の愛の道程を、「マックスとテークラ
の世界はあらゆる歴史の彼岸で、歴史を超えて生きる愛であり、その愛は彼
らの純粋に道徳的な存在のなかで彼らの方法でファンタスティックに、あら
ゆる現実的なものに対峙している」15と、讃えることにやぶさかでないが。 
『ヴァレンシュタイン』三部作において、シラーの歴史的関心はヴァレンシ
ュタインを巡る政治社会と彼の生き様に向けられており、そして美学的探求
は恋愛に生きる二人の若者マックスとテークラの美しい心に向けられている。 
 
（4-3）『マリーア・ストゥーアルト』と『オルレアンの乙女』をめぐって 
次に、戯曲『マリーア・ストゥーアルト』のマリーアと、『オルレアンの乙
女』のヨハンナの生の道程について考察を進めたい。この 2 つの作品もよく
                                                  
12 Fuhrmann, Helmut: Zur poetischen und philosophischen Anthropologie   
  Schillers. Würzburg 2001. S.102. 
13 Staiger, E.: Schiller. S.554f. 
14  Wiese, Benno von: Friedrich Schiller. Stuttgart 1978. 4.Aufl.(1.Aufl. 1959). 
S.655. 
15 Wiese, B.v.: Schiller. S.655.  
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知られた歴史的事件を題材にしている。戯曲『マリーア・ストゥーアルト』
は、16 世紀にスコットランドの元女王メアリ・スチュアートとイングランド
の女王エリザベス１世の間で繰り広げられた、王位継承権をめぐる歴史的な
出来事を題材にしている。『オルレアンの乙女』も、15 世紀にイギリスの侵
略から故国フランスを救った少女ジャンヌ・ダルク伝説を素材に用いている。
ただし、前作『ヴァレンシュタイン』との相違は、シラーの歴史的関心と美
学的探求の対象が共に、それぞれの戯曲の主人公マリーア・ストゥーアルト
とヨハンナに向けられていることである。特に、マリーアとヨハンナが苦悩
の末に至りつく諦観ともいうべき清澄な心の描出に、シラーが説く崇高論の
具象化を見る思いがする。戯曲『マリーア・ストゥーアルト』のスコットラ
ンドの元女王マリーアは、イングランド女王エリーザベトに対する殺害計画
の謀議に加担した容疑で斬首の刑に処せられる。『オルレアンの乙女』のヨハ
ンナはフランスの国王と貴族に裏切られてイギリス軍の手におち、宗教裁判
にかけられ、魔女として火刑に処せられる。私たちの同情と感動を特に惹起
するところは、両者が生への希望と死の恐怖との狭間で葛藤を繰り返しなが
ら、遂には従容として死を受け入れる境地に至りつくことにある。崇高論で
探究される物理的な死の凌駕の問題が、マリーアとヨハンナの生き様を通じ
て取り上げられる。マリーアはエリーザベトの暗殺計画に加担したことを否
定するが、過去に犯した彼女の夫の殺害に関与したことに対する道徳的贖罪
として死刑を受け入れる。またヨハンナは 夢のなかに立ち現れた聖母マリ
ーアの命に反して、異性に恋心を抱いたことに対する宗教的贖罪として、死
を受け入れる。聖母マリーアは、異性に恋心を寄せる女心を捨て、救国の戦
士になることをヨハンナに命じていたのだった。ヨハンナは、人間的な感情、
他人を愛する心を喪失することなく、宗教的には人間の心の弱さが招く罪と
される事柄に対して、その罰を受け入れたのだった。そこで、マリーアとヨ
ハンナが至りついた心のあり様、つまりシラーが説く美しい心について、さ
らに考察を続けてゆきたい。 
『マリーア・ストゥーアルト』のマリーアから考察を始める。マリーアが本
当に崇高な境地に到達できたか否か、研究者によって解釈が異なる。まず、
王家の血筋、家柄に対するプライドを、マリーアは持ち続けたことが挙げら
れる。個人の努力では如何ともしがたい血筋や家柄に囚われているマリーア
を崇高の対象に挙げることができるか、ということである。既に第１幕第７
場で、マリーアの罪を諮問する委員会の存在そのものを非難して、彼女は「イ
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ングランドの法律では、被告は同等な身分の陪審員によって裁かれなければ
ならないと定められております。委員会で私と同等な者は誰ですか。王族だ
けが私と同等な者です」(NA 9,28)と述べる。この血筋に対するプライドは、
単に王族と民を区別するだけでなく、王族内における血の序列化をも行う。
マリーアがエリーザベトとの対面で勝利の陶酔に浸るのも、庶子であるエリ
ーザベトの血筋を見下すプライドが、たとえ幽閉中の身であっても、マリー
アを支える。「イングランドの王座は私生児によって汚されている。ブリテン
の高貴な心の国民は狡猾な詐欺師によって騙されているのです。―正義が支
配するならば、あなたは埃にまみれて私の前にいることになります。なぜな
らば、私があなたの王だからです」(NA 9,93)、とマリーアはエリーザベトに
対して激しく言い放つ。こうした血筋に関わるプライドを、マリーアは最後
の懺悔を済ませた後も持ち続けている。由緒正しいスコットランドの女王と
して、毅然とした態度で死に臨まなければならないと、彼女は自らを鼓舞す
る。 
死に臨んだマリーアの心のあり様を、容易には賛美できない点が、かつて
の恋人レスター伯との遭遇の場面でもうかがえる。懺悔を終え、少数の者を
同道して処刑台に向かいつつあったマリーアは、レスターに出会う。現世に
寄せる想いを断ち切ったはずのマリーアだが、彼女は動揺を隠せない。レス
ター伯に思いがけずに遭遇したマリーアの様子をト書きは次のように描く。 
 
この瞬間にマリーアは震え、膝はがくがく震え、彼女はまさに跪きそうに
なる。その時、レスター伯が彼女を摑まえ、彼女を腕のなかに抱く。彼女
は、暫し、しげしげと黙ったまま彼を見つめる。（NA 9,154） 
 
マリーアは「この世界に別れを告げ、幸福な心になろうとするこの時に、
私はこの世のどんな愛ももはや求めておりません。レスター伯、今、私は恥
ずかしさに顔を赤らめることなく、あなたに打ち勝つことができた私の弱さ
を告白できます」(NA 9,155) と述べるものの、上述のト書きは彼女の動揺を
示す。さらに、恋敵エリーザベトに対して、マリーアは最後の、ただし静か
な闘いを試みる。罵倒するのではなく、「穏やかな声で」（(NA 9,154)。そし
て、この静かな闘いは、死を眼前にして、なおも巻き込まれそうになる愛の
未練に打ち勝とうと努めるマリーアの心を表す。レスターに別れの言葉を告
げた後、マリーアは「これで、もうこの世には何も思い残すことはありませ
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ん」(NA 9,144)と心の内を吐露する。そしてこの二つの言葉の間に設けられ
ている時間的な僅かな間に、シラーは清澄な世界への飛翔を信じるに至るマ
リーアの心の浄化を託す。 
ただし、先行研究では、マリーアの心の浄化について二様の解釈がなされ
ていることを記しておきたい。P.A.アルトは、マリーアがレスターとの会話
の過程で心の落ち着きを取り戻す、と解釈し、次のように指摘する。 
 
マリーアはまず権力志向の日和見主義者を嘲笑する。この男は彼女を牢獄
から出してやると約束し、この約束をとんでもない方法で、つまり処刑の
露払いとして果たすのだが、彼女は話の過程で必要な落ち着きを取り戻す。
彼女はその落ち着きで自分に＜打ち勝つことのできた弱さ＞（9,155）を
告白できる。怒りの激しい感情とキリスト教の寛容の精神の自制がここに
あるが、激情と落ち着きの真のバランスに至ることはない。シラー自身は、
このような不徹底さを非難する俳優ハインリヒ・シュミットとの会話で、
＜この後戻り＞が主人公の性格における御しがたい感情に基づく(NA 
42,300)、と示唆したのだった。16 
  
同様に、B.v.ヴィーゼと G.ザウターマイスターもマリーアの心が死の瞬間
に浄化されたと解釈する。B.v.ヴィーゼは「最後の危険な誘惑、つまりマリ
ーアの死の時に愛するレスターが居合わせても、マリーアの心をもはやこの
世に引き戻すことはできない。人間がこの世と別れを告げ、＜至福な精神に
なろうと＞しているところでは、如何なる未練ももはや人間を引き止められ
ない」17と指摘する。また、G.ザウターマイスターは、「マリーアは、死の時
に、外的な完全性と人間的な不完全性の間の距離を止揚する。彼女は美しい
魂になる。その時、彼女の容姿の気品のある美しさと、彼女の人間性の高貴
さが調和的に相互に高めあう。二人の女王の対面の場と死の時の間の根本的
な変容は、シラーの美的な理論の地平で適切に把握される─もちろん、通常、
引用されている二元論の理論ではなくて、調和的な綜合・構想の地平で」18と
解釈する。  
                                                  
16 Alt, Peter Andre: Schiller. München 2000. Bd.2. S.506.  
17 Wiese, B.v.: Schiller. S.727. 
18 Sautermeister, Gert: Maria Stuart. In: Schillers Dramen. Neue Interpretation. 
Hrsg. von Hinderer, Walter. Stuttgart 1979. S.195.  
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他方で、K.S.グートケと P.バローネは、マリーアが至高の心意状態に達し
たと解釈することに対して、否定的な立場を取る。K.S.グートケは「いずれ
にせよ詳細について、つまり現世との別離はいつで、どのようにしてかとい
う主要な問いは、最後まで答えられない。精神的な発展があったのか、突然
に生じたのか。精神的な発展について、そして＜浄化＞の意味において、テ
キストは一義的な根拠を与えていない。あまりに多すぎる魂の揺れが戯曲の
経過を決定しすぎる」19と指摘する。また P.バローネも「マリーアは崇高な
英雄として死ぬ。しかしそれにもかかわらず、彼女の崇高さは、最後まで感
性の捕捉のなかに逆戻りするという、絶えず待ち構えている危険によって問
題が残る。彼女の飛翔はもろい性格のものであって、彼女の浄化は、崇高な
自由への突然の、揺るぎない飛翔というより、＜魂の揺れ＞と思われる」20と
解釈する。 
このように、先行研究は二様の解釈を示しており、それぞれに含蓄ある指
摘を垂れている訳であるが、筆者は、シラーが、マリーアの最後の登場場面
で、いかに人間が感性の魔の手に絡め取られやすいかを明らかにし、それに
もかかわらず心の落ち着きを得てゆくマリーアの姿を描き出している、と解
する。懺悔の後もマリーアの心を襲う動揺を、一概に彼女の意志の弱さと非
難することはできない。死を決意しているにもかかわらず、安らかな最後の
瞬間を容易には叶えてやろうとせずに、なおも愛欲の苦悩に巻き込もうとす
る情念のなせる業に、たとえそれが人間に課せられた最後の試練であっても、
人間の性
さが
に潜む魔的なものの力に戦慄さえ覚える。シラーが『激情について』
Über das Pathetische(1793 年）で述べている次の言葉が想起される。 
 
ホメロスの作品や悲劇において、苦悩する心の持ち主は正直に真実を語り、
私たちの心に深く食い込む。すべての情熱は自由に天翔け、そして運命的
なものの法則が感情を押し留めることはない。英雄は人間のあらゆる苦悩
に対して他の者より感じやすく、そして彼らが苦しみを強く心から感じ、
しかしそれにもかかわらず苦しみに打ち負かされないことが、まさしく彼
らを英雄にする。（NA 20,198） 
                                                  
19 Guthke, K.S.: Schillers Dramen. Idealismus und Skepsis. Tübingen und Basel 
1994. S.232.   
20 Barone, Paul: Schiller und die Tradition des Erhabenen. Berlin 2004. S.308.  
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シラーが『激情について』で指摘する英雄像を、マリーアにそのまま当て
はめることはできない。しかし、だからといって、マリーアを死の直前まで
男性への愛に未練を残す女性とみなすこともできない。現世の生に寄せる未
練を断ち切りがたく、苦悩する心を赤裸々に見せるからこそ、彼女は私たち
の心を打つ。まさに、上記の引用箇所でシラーが「苦悩する心の持ち主は正
直に真実を語り、私たちの心に深く食い込む」と指摘しているように、マリ
ーアは「苦悩する心の持ち主」である。 
さらに、マリーアが従容として死に赴く様は観ている者の心を打つ。マリ
ーアの処刑の状況は、直接的な描写によってではなく、レスター伯の言葉を
通じてリアルタイムで伝えられる（第 5 幕第 10 場）。暫時、マリーアの最後
の時を辿ってみる。マリーアは前の場（第 5 幕第 9 場）でレスターに別れの
言葉を告げ、階下の処刑室に消える。レスターは、マリーアの処刑に立ち会
うことを逡巡しているうちに、階下の人々のただならぬ動きを感じる。レス
ターは、「私は、直視するのを恐れていることに、耳を傾けなければならない
のか」と絶望の叫びを発し、階下から聞こえる処刑の様子について伝える。 
 
処刑執行人の声だ─彼は彼女に警告している─彼女が彼の言葉を遮る─
静かに─大きな声で彼女が祈っている─しっかりした声で─静かになる
─静まり返っている。すすり泣く声だけが聞こえる。侍女たちが泣いてい
る─彼女は服を脱がされている─静かに。椅子が取り除かれる─彼女が台
の上に跪く─頭をおく─。(NA 9,156) 
 
さらに、ト書きがレスターの動きを描出することによって、処刑の瞬間を
伝える。 
 
彼が不安を高まらせながら言葉を発し、そして暫し動きを止めた後で、突
然、痙攣しながら全身を震わせ、気を失って倒れるのが見られる。同時に
階下から鈍いざわめきの声が響き、その音が長いこと響き渡る。(NA 9,156) 
  
レスターの口を介した間接的な状況描写に加え、レスターの動作と擬音に
よる処刑の瞬間の描出は、舞台上での直接的な処刑の描写以上に、私たちの
想像力を刺激し、悲劇的な効果を高める。しかも、私たちは、残酷な処刑の
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場面を直接的に目にすることがないために、残酷さに対する恐怖によって思
考を凍結・麻痺させられることもなく、想像を走らせることができる。シラ
ーは『第１の崇高論』Vom Erhabenen(1793・94 年)で恐怖の対象と崇高の関
わりについて考察を加えたことがある。勿論、全ての恐怖の対象が崇高の念
を惹起するのではない。私たちの心の自由が保たれ、私たちが対象に対する
恐怖の感情に満足を覚えるときに、その恐怖は崇高の念へ高揚すると捉えら
れる。それ故、心の自由が確保されているためには、恐怖が実際に私たちの
身体的な存在を脅かすほどに迫り来るものであってはならず、私たちはその
恐怖を私たちの自由な想像のなかでのみ覚えるのでなければならない。シラ
ーは、海の嵐を引き合いに出して、「海の嵐は岸から見ていると崇高かもしれ
ないが、嵐によって粉々に破壊される船の上にいる者にとっては、嵐に美的
な判断を下す気にはなれないだろう」(NA 20,179)と指摘する。恐怖の対象は
私たちにその威力を見せつけるが、私たちは、理性的な存在としては、その
力から安全なことを知っている。想像において、私たちは私たち自身を実際
には到底抗うことのできない恐怖の状態におく。さらに、私たちの内なる保
存衝動が対象と闘争を始め、感性は戦慄、不安、興奮を覚える。ただし、私
たちは生身の存在としては「安全」Sicherheit(NA 20,179)のなかにいるので、
その恐怖の対象に平然と対峙することができる。たとえとして、断崖絶壁か
ら荒れ狂う海を見下ろしても、私たちの足元がしっかりしていて、私たちの
身を海のなかに押しやる外的な力が働いていないときには、私たちは恐怖感
に襲われないが、そのとき、私たちは「物的な安全」physische Sicherheit(NA 
20,180)のなかにいることを知っているからだと説かれる。しかも、マリーア
の処刑は、舞台上の人物レスターによってなされる処刑場面の口述と絶望す
る彼の動作を介しての感受であるから、私たちの身体的な安全が確保されて
いるうえに、想像力による恐怖の増幅がなされるだけに、従容として死を受
け入れるマリーアの姿に寄せる崇高の念が高まるのである。観る者の想像力
の作用を考慮に入れた、シラーの卓越した作劇の才能が発揮されている。 
次に、『オルレアンの乙女』のヨハンナについて考察を加えよう。聖母マリ
ーアの戒めに反して、ヨハンナは敵将ライオネルに恋心を懐く。聖母マリー
アの言葉に反することを承知のうえで、しかも、敵方の人間であることを承
知のうえで、抑えることのできない情欲に屈することは、宗教的には人間の
弱さであっても、生身の人間の心の表出である。なぜなら、ヨハンナが、「私
は、神様が愛情を感じるようにお作りになられたこの心を、感情のないもの
松山 雄三 
64 
にすることはできなかったのです」（NA 9, 270）（第 4幕第１場）と告白する
ように、人間は感性的な存在でもあるからだ。シラーは 1803 年 8 月 5 日付
A.W.イフラント(August Wilhelm Iffland 1759-1814)宛書簡のなかで、ヨハ
ンナの心の状態について、「オルレアンの乙女のような素材は、簡単にまた見
つけられるというようなわけにはまいりません。ここでは、女性らしい心と
雄々しい心が、そして神々しい心がひとつになっているからです」(NA 32,58)
と述べる。この言葉は、シラーが人間の感性を、人間精神の道徳的向上を妨
げるものとして退けるのではなく、道徳性の要請と和合させることによって、
より高尚な心の状態の招来を意図していることを、そして彼の作品『オルレ
アンの乙女』のヨハンナの形姿が、そのことに成功を収めていることに対す
る彼の満足と自負を表すものである。 
さて、考察を作中人物ヨハンナに戻そう。こうして心の安らぎを得たヨハ
ンナではあったが、捕虜の身となり、無慈悲にも敵将ライオネルの陣中に引
き立てられることになる。愛欲の炎を燃やした相手であるライオネルの前に
引き立てられることを知り、彼女はあらためて聖母マリーアの厳しい罰に戦
慄を覚えるが、彼を眼前にしても、もはや愛欲の虜になることはない。 
 
もしも私に好意をお持ちなら、祝福をもたらして下さい。私たちの国民に。
─あなたの軍を私の祖国の地から引き揚げさせて下さい。取り上げた全て
の町の鍵を渡して下さい。[･････] 聖なる協定を保証する使者を遣わして
ください。そうなればあなたに国王の名において和睦を申し出ます。（NA 
9,305） 
 
ヨハンナは情欲の束縛を脱しただけではない。個人的な幸福より、彼女は
同胞の安寧を願い、和睦を申し出る。同胞の平和な生活を破壊する敵に対し
て毅然とした態度を崩すことはないが、彼女が冷酷非情に敵に対処すること
はない。敵と和睦するという考えは、聖母マリーアの指示によるものでもな
ければ、他の人間の助言によるものでもない。国王カールから、ヨハンナは
同国人同士を和解させる彼女の不思議な魅力を称賛、感謝されたことがある
が（第 3幕第 4場）、そのような彼女の天性の資質の表出として、彼女の口か
ら敵との和睦が提案される。 
窮地に陥っている国王とフランス軍を救うために、彼女が神に誓う言葉は、
フランスの解放が神の意思であるとともに、彼女の意思でもあることを示す。
Fr.シラー：戯曲創作と人間形成（３） 
65 
「神様、絶体絶命の私の祈りをお聞き下さい。天上のあなた様に、一心不乱に
お祈りして、あなた様の天に私の魂を捧げます」（NA 9,310）と。フランスの
解放を確信して倒れたヨハンナの臨終の言葉─「苦しみは短く、喜びは永遠
なのです」（NA 9,315）─は、従容として死を受け入れることができる諦観に
達した人間の心を告げている。 
シラーはヨハンナを理想化して聖人に祭り上げることなく、素朴な山村の
牧歌的な生活から、不純にして虚偽に満ちた現実世界のなかへ向かわせ、現
実世界との対決の過程で彼女を精神的な葛藤の奈落に沈めながらも、栄光に
包まれた、しかも神々しい死によって彼女の魂をエリュシオンに迎え入れさ
せている。B.v.ヴィーゼは National 版シラー全集の第 9巻で、彼のヨハンナ
観を次のように簡潔に述べているので記しておきたい。 
 
ヨハンナは現世へ遣わされた聖なるものであるが、それにもかかわらず、
彼女は、人間であり女であることを、止めない。しかし、彼女はまさにこ
の理由から厳しい悲劇的な葛藤に巻き込まれる。しかも、この葛藤は苦悩
と贖罪によってのみ乗り越えられるのである。(NA 9,391) 
 
（4-4）結びにかえて 
シラーは所謂カント体験を経た後、戯曲の創作活動を再開する。しかも、
カントの歴史哲学と美学哲学の研究に従事した成果が、戯曲創作において顕
著に表れることになる。シラーは若年の頃から歴史に寄せる関心を持ち、戯
曲の題材に歴史的事件を採りあげることもあったが、カントの歴史哲学思想
の研究を通じて、個々の歴史的事件を貫く流れのようなものを読み取ろうと
するようになり、さらに歴史的な事件の荒波に翻弄されながらも諦観の境地
に達する人物の描出を演劇の場で目指すようになる。観念の世界で探求され
創り上げられる人間像が、演劇という実践的な描出の場で示されることにな
る。そこで、シラーのこのような意図を、概説的ではあったが、『ヴァレンシ
ュタイン』三部作、『マリーア・ストゥーアルト』、そして『オルレアンの乙
女』で探ってきた。シラーは、若い頃から、心の完成、つまり神のごとく完
全な心の育成を人生の目標にしてきた。確かに、そのために、シラーが披瀝
した思想は、道徳的な生を送るために人間の心を純化し、完全化することを
説いたのだった。いわば、神的な存在が掲げる道徳律に人間の心を供しよう
とする考えであった。しかし、カントの美学・哲学の思想に触れたシラーは、
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いまや、心を何かに供するのではなく、心そのものの美化、つまり完全な自
由の境地にも通じる心の浄化を自らに課したのであった。かつて、『カリアス
書簡』で試みて、必ずしも論理的な構築に成功しなかった「美の客観的な概
念」の定立に、ある意味では相当に漕ぎ着けたのであった。しかし、諦観の
世界で遊ぶ心の状態を言葉で表現しきることは不可能でもある。なぜならば、
言葉はあくまでも有限な世界で生きる有限な存在者の便宜的、かつ限定的な
理解の表象形式に過ぎないからである。そこで、シラーはこの理想の心の状
態を戯曲の世界で描出しようとしたのだった。ヴァレンシュタインの娘テー
クラ、幽囚のスコットランド女王マリーア、そしてフランス救国の戦士ヨハ
ンナが死を前にして至った生の達観こそは、シラーが求める美しい心の状態
に通じるものを秘めていた。古代ギリシャ人が仮定したペロポネソス半島に
あったらしい楽土、あるいは戦士になる前にヨハンナが生を享受していた牧
歌的な村のような場所を、この現実の世界に求めることは不可能なのだろう
か。してみると、シラーの描くエリュシオンは絵空事に過ぎないのだろうか。
それは観念の遊びに過ぎないのだろうか。否、それどころか、シラーはその
理想的な世界を今度は戯曲の世界で造形しようとする。言葉では十全に表し
きれないものを、シラーは演劇の力を援用してなそうとする。そのために、
シラーは新しい形式の戯曲の創作を試みる。それが『メッシーナの花嫁』と
『ヴィルヘルム・テル』である。両戯曲はともに新しい演劇の試みから生まれ
たと云える。そこで、このような創作意図を両戯曲で探るとともに、両戯曲
に織り込められているシラーの人間形成の思想を探求することを次の研究課
題としたい。 
（まつやま ゆうぞう・独文学） 
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＊再編集にさいして 
 １．紙媒体と電子媒体とでは頁数が不一致です 
 
 
